
く

認

前

作
文
を
書
く
（
作
文
の
基
礎
）

解

答

解

答

解

答

解

答

書

確

名

〔
解
答
と
解
説
〕

問

（

に
入
る
文
章
の
解
答
例
）

※
こ
の
作
文
を
書
く
た
め
に
は
、
次
の
三
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
メ
モ
の
内
容
を
参
考
に
し
て
、
花
子
さ
ん
が
思
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。

②
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
で
書
く
こ
と
。

〔
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
〕

・
本
文
の
書
き
出
し
は
一
字
あ
け
る
。

・
段
落
を
改
め
る
と
き
は
改
行
し
、
最
初
を
一
字
あ
け
る
。

・
会
話
文
は
、
原
則
と
し
て
行
を
変
え
て
書
く
。

と

言

っ

て

い

た
。

・
句
読
点
や
か
っ
こ
な
ど
の
符
号
も
一
字
と
し
て
扱
う
。

・
句
読
点
や
会
話
を
閉
じ
る
か
ぎ
（
」
）
が
行
の
頭
に
く
る
場
合
は
、
前
の
行
の
下
に
書
く
。

③
百
六
十
字
以
上
、
二
百
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

（
こ
の
よ
う
な
条
件
の
場
合
は
、
百
八
十
字
程
度
で
書
く
の
が
適
切
で
す
。
）

◆
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う
◆

作
文
の
書
き
方

①

文
章
の
中
心
と
な
る
自
分
の
意
見
や
感
想
を
考
え
、
メ
モ
を
す
る
。

②

①
の
根
拠
（
理
由
）
と
な
る
具
体
例
や
自
分
の
体
験
を
あ
げ
、
メ
モ
を
す
る
。

③

①
と
②
を
ど
う
構
成
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
る
。

④

指
示
さ
れ
た
条
件
を
確
認
し
て
、
メ
モ
を
も
と
に
書
き
始
め
る
。

作
文
の
条
件

①

字
数
に
関
す
る
も
の

②

段
落
に
関
す
る
も
の

③

内
容
に
関
す
る
も
の

※
特
に
指
示
が
な
く
て
も
、
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
。

１ 13
や
っ
て
み
よ
う

相手や目的に応じて、分かりやす

い作文を書くことができます。

２

身に付けると…

Ａ

例
（
句
点
）


